
別紙様式

呉市立両城中学校

「チーム両城」で誇りある学校を作ります
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本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期
〇計画的な研修やタイムリー
な注意喚起等により，そのと
きは不祥事に対する意識は高
まるが，不断の努力により，
常に規範意識を高く持ち続け
ること，当事者意識を忘れず
に取り組むことが課題であ
る。

〇服務研修の方法や内容等を見
直し，より体験的な研修を実施
して研修効果が実感できるよう
にする。
○教育公務員としての自覚が高
まるような服務に関する研修を
計画に基づいて確実に実施す
る。

〇服務研修の方法や内容等を各分掌主任に検討
させ，研修効果が実感できるように工夫する。
○自己申告書の面談に合わせてチェックリスト
を配付し，自己点検・相互点検を行う。
〇繰り返しの呼びかけや互いの注意喚起を継続
し,当事者意識の向上を図る。
○4月に不祥事の原因別分類からアプローチし
て発生のメカニズムや対処法を協議する。さら
に本年度の不祥事防止ゼロに向けたキャッチフ
レーズを作成し，これに基づき学期ごとに振り
返りを行う。

○学期に１回，全教職員で取組
の振り返りを行い，次学期以降
の取組を確認する。
〇個人面談の際に問いかけ，確
認する。
○毎学期後，「私の不祥事０
ZERO宣言」を振り返り，見直し
と不祥事防止に向けての意識を
高める。

○学校を取り巻く状況や危機対
応の重要性を認識しており，教職
員一人一人が継続して主体的な
行動をとっていくことが必要であ
る。
・生徒の危機意識を高めるように
取り組んでいる教職員100％，危
機管理マニュアルに基づいて行
動している教職員100%。
○職員室の環境はかなり改善さ
れているが，まだ机上等の整理が
できていないところがある。

○個人情報の適切な管理，保護に
努め，流失，紛失を未然に防止す
る。
○机上等の整理整頓を行う。
○細かいことでも情報交流を行う。
報告・連絡・相談・確認を徹底する。
○教職員全員で「毎日一つ楽しい
ことを見付けて声を出して笑う」こと
に取り組むことで，風通しのよい職
場の雰囲気づくりに努める。

○情報モラルに関する研修を充実させる。
○個人情報の校外の持ち出しを原則禁止する。（や
むを得ない場合は，必要最小限とし，管理職の許可
を得る。個人情報の持ち出し簿に記入する。電子
データを持ち出す際は公的USBを活用する。）
○各教職員パソコンのUSBキーを，所定の場所に保
管・管理する。
○個人情報に係る書類等は，各分掌部を通して一
元化し，所定の場所に保管・管理する。
○日頃から机上等の整理整頓を行い，能率よく業務
が遂行できるように工夫する。

○学期に1回，諸表簿の点検を行
う。
○成績処理は，処理計画のもと，
複数の者でチェックを行う。
○退校前には，各自で机上等整
理を行う。

○月１回の学校生活アンケー
トや各学期始めの個人面談等
により生徒の援助希求は向上
しているが，今後もさらに高
めていく指導や環境を整えて
行くことが課題である。

○「学校相談ダイヤル（体罰，
セクハラ，性暴力等相談窓
口）」の周知を繰り返し行うと
ともに，相談しやすい体制をつ
くる。

○学校だよりなどで保護者等に周知・啓発する
とともに，校舎内全ての教室の見えやすいとこ
ろにポスターを掲示し，担当の教職員を明示す
る。

○学期に１回，生徒，保護者及
び本校教職員を対象にアンケー
トを実施する。

区分

教職員の規範意識の確
立

学校組織としての不祥
事防止体制の確立

相談体制の充実

不祥事根絶のための行動計画
【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準）
“教育は人なり”

私たちは，法令等を遵守します。

私たちは，子どもの人権を守ります。

私たちは,個人情報の適切な管理・保護の徹底に努めます。

※名札の裏に常に携帯する。


